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である。 瀞

此の實験では、血清培地の雰が多少劣る様であ

るが、しかし著明の差は無い。血清培地は凝固水

が豊富に出る故、血清凝固器の中を、淑潤にしな

くともよい。文屠殺場か ら血液をもつ て 來 る場

合、往 々にして溶血を起 している事 もあるが、之

等のもので も、清澄な血清に較べて、何等差異が

無 い。父1血清を分離する揚合に、血液が多少混つ

て も、差異は全 く見られない。 ζの血清培地を作

る場合に、血清が飴 り古 くなると、成績が劣つて

來る故、なるべ く新 しい ものを用いた方が よい。も

余等は大抵、屠殺揚か らもつて來た血液を一 日氷

室た入れて血清を分離し、翌 日使用ナ る 様 に し

た。伺此の培地での鋏黙は、雑菌の入 り易い黙で

ある。この血清培地は聚落が嚢育すると、其の後

の嚢育は猛烈であつて、岡片倉培地を凌駕する。

余等の用いた血清は、豚、牛であるが、其の聞に

何等の差異 も無し㌔

IV.結 論

1)岡 片 倉 増 地 に 於 て は 、鶏 卵液 と基 汁 とり 混

合 の 割 合 は5;4で も、 増 養 上 、 本 來 の 岡 片 倉 培

地 と全 然 差 が 無v・◎

2)tW3%の 寒 天300ccに 樹 して 、 岡 片 倉 増 地

に 於 け る 、 基 汁100ccに 於 け る各要 素 を同量 加

え る。 即 ち第 一 燐酸 加 里0.59,第 二燐 酸 嘗 達O.59,

味 の 素1.09,を 加 え て 、 更 に グ ゾゼ リン を6cc

加 えて溶 解 し、 滅 菌 試 験 管4ec宛 分 注 して斜 面

とし、更に其の上に岡片倉増地の基汁 と鶏卵液ど

の混合液を2cc宛 、 重盤して血濤凝固器で固め

た増地は、剛 ㌻倉培地に比 して、何等 遜 色が 無

い。此の培地では從來の鶏卵培地に比して鶏卵の

量を1/3量 に節約する事が出來る。

3)牛 、豚の血清leOccに 劃 して、 第一燐酸

加里O・1g,全 卵10ecグ リセ リン2・Occ2%マ ラ

ヒツ ト緑溶液O・4ccを 加えてv血 清凝固器で90。

C・1時 聞で麹 めた培地は・ 培養上、 岡片倉培地

と殆んど差が無い◎此の培地では從來の鶏卵増地

に比して、鶏卵の量 を1/7量 に節約する事がlli來

る。
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